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原子力発電環境整備機構（NUMO)

背景：2000年以降の状況の変化

2000年時
第2次取りまとめ公表

特廃法の制定特廃法の制定
NUMO設立

「文献調査の開始」に向けた取り組み

設置可能性を調査する地域の公募開始

諸外国の事業の進展

TRU廃棄物の実施主体

「文献調査の開始」に向けた取り組み

特廃法の改正
国内外技術開発の進展

諸外国の事業の進展

炉規法等の整備

国内外技術開発の進展

現在（NUMO）

事業の推進

立地広報支援に活用
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2010年技術レポート（仮称）
他



作成の目的

処分実施主体と 技術的信頼性を確保する と より処分実施主体としての技術的信頼性を確保することにより，
地域の理解を得ながら事業の推進を目指し，

実施主体としての安全確保構想の明示

安全性の確保方策の明示安全性の確保方策の明示

安心に係わる技術的事項のNUMOの方針の明示

安全確保構想を支える地層処分技術の信頼性向上の
明示明示

2000年以降のNUMOの技術開発および国の基盤研究開発の
進展進展
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JNC 第２次取りまとめからの進展

JNC 第２次取りまとめ（1999） NUMO 2010年技術レポ ト

個別地点でのサイト調査を進め，その情報に基
づいて処分場設計，安全評価を段階的に行う技

JNC 第２次取りまとめ（1999） NUMO 2010年技術レポート

わが国にも地層処分に適した
地質環境が広く存在する 術が着実に整備された

事業者として安全な地層処分を実現するための
安全確保構想が明示された
処分場の建設 操業 閉鎖等の手順や安全管

地質環境が広く存在する
現状およびその延長上の工学
技術で処分施設を適切に
設計・施工することが可能

事業者の視点
科学・技術の
進展

整
処分場の建設，操業，閉鎖等の手順や安全管
理・品質管理の基本スキームが具体化された
長期にわたる事業推進上重要な要件/知識管理の
基本スキームができた

処分の長期的な安全性を
予測的に評価・確認できる

法規制の整備

・安全な地層処分実現のための技術整備が
進んだ

地層処分を事業化段階に進める
信頼性ある技術基盤が整った

特廃法改正，
進んだ。

・国による規制の基本的枠組みも整えられた。
特廃法制定

NUMO設立

特廃法改正，
炉規法等の整備2000年

設立

処分実施主体としての技術的信頼性の確保

地域の理解/国民の理解
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2010年技術レポートの体系・構成

2010年
技術レポート

本報告書
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(200～300ページ)
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(50～60ページ)

広報版
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メ
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方
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し
て
発
信

安全確保構想
(2009)

処分の技術と
安全性(仮称)

これまでのNUMO-TR 
(2004～2009)
必要に応じ，本報告書の根拠と
なるNUMOの過去の検討成果を新

地層処分低レベル放射
性廃棄物の処分の技術

と安全性（仮称）
(公募資料の詳細)
NUMO TR (2009)

基盤研究成果

なるNUMOの過去の検討成果を新
たにNUMO-TRにまとめ直して公表

H22
レポート

JAEA

NUMO-TR (2009)
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研究成果
国内外の関係機関，研究機関の研究開発成果，技術基盤など

全体協議

作成体制・協力体制（案）

全体協議会
【メンバー 】

・大江委員長(DTAC)
・有識者

原子力学会
NUMO 2010年技術レポート

レビュー委員会(仮称)
総合エネ調
廃棄物小委

報告
（完成版）

ＮＵＭＯ

・原子力機構
・電中研
・原環センター
・産総研

廃棄物小委
処分技術WG

総合エネ調
廃棄物安全小委

レビュー

（ﾄﾞﾗﾌﾄ版）

連携・
協力

・放医研
・電事連
・日本原燃
・NUMO

原子力委員会
（事務局）

規制支援研究WG
協力

レポート推進検討会

【オブザーバ】
・エネ庁廃対室
・原子力委員会事務局

【事務局】

対外対応
チーム

原子力安全委員会
（事務局）

統括
チーム

広報普及
チーム

技術
サポート
チーム

協力

・NUMO

原子力安全・保安院

エネ庁廃棄物等対策室

ワーキンググループ

協

基盤研究開発
調整会議

協力

原子力機構 H22
レポ トチ ム

電力

状況報告･
調整

協調

調整会議

NUMO技術アドバイザリー委員会

助言，内部レビュー
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レポートチーム



作成スケジュール

２００８年度 ２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度

安全確保構想報告会安全確保構想報告会▽▽ ▽▽中間報告会中間報告会 ▽▽本報告会本報告会

骨子検討・
作成 学会レビ

地方都市での
ミニフォーラム
等での説明

広報活動を支援広報活動を支援

作成

修正安全確保構想の執筆

▽安全確保構想▽安全確保構想

学会レビュー

その他の章の執筆
検討・素材作成

修正・
校正

修正

▽報告書完成▽報告書完成

学会レビュー

検討 素材作成 校正

▽全体技術アドバイ
ザリー委員会

▽全体個別 個別 ▽全体

全体協議会

▽夏期セミナー
▽秋の大会

▽夏期セミナー

▽第１回 ▽第2回 ▽第3回 ▽第4回 ▽第5回 ▽第6回 ▽第7回

原子力学会

▽全国大会

▽春の年会 ▽秋の大会
▽夏期セミナー

▽春の年会 ▽秋の大会

土木学会 ▽全国大会 ▽全国大会
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▽全国大会土木学会 ▽全国大会 ▽全国大会

処分事業を進める

2010年技術レポートの構成(案)

第２章 安全な処分事業実施の基本方針

第１章 はじめに
処分事業を進める
上で核となる視点

多様な地質環境
への対応第２章 安全な処分事業実施の基本方針

外的条件の変化に
対する柔軟性

への対応

第４章
処分場の設計

第３章
サイト調査・

評価

第６章
閉鎖後の長期

安全評価

第５章
処分場の建設
・操業・閉鎖

合理化・効率化

事業における評価 安全評価操業 閉鎖

第７章 段階的な処分場の開発

ステークホルダー
との対話

事業における
技術的可能性

第７章 段階的な処分場の開発

第８章 処分事業の管理

との対話

品質保証

法規制 の適合
第９章 社会合意形成のための技術的な側面

法規制への適合

分野・組織間の
連携
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第10章 まとめ安全確保構想
(2009年報告書)の中心

携

段階的アプローチ



主な内容・メッセージ（1/4）

安全な処分事業実施の基本方針(第２章)安全な処分事業実施の基本方針(第２章)
閉鎖後長期の安全確保

適切なサイトの選定適切なサイトの選定
地質環境の特徴を考慮した適切な工学的対策
安全評価によるシステムの長期的な安全性確認

⇒ 地層処分システムの完成までの間 様々な安全確保の取り組みを行う⇒ 地層処分システムの完成までの間，様々な安全確保の取り組みを行う

サイト調査～事業廃止までの各段階での安全確保
事業の各段階において 作業者及び一般公衆の安全を確保する事業の各段階において，作業者及び一般公衆の安全を確保する

100年に亘る事業の適切な管理
事業を適切に管理しつつ様々なステークホルダーとの信頼関係を構築しな事業を適切 管 様 な テ クホ ダ 信頼関係を構築 な
がら技術的な信頼性を向上させていくための基本的考え方 など

セーフティケースの段階的な構築
各段階 意思決定に重要な 情報を テ クホ ダ に応じ 文書化各段階の意思決定に重要なSCの情報を，ステークホルダーに応じて文書化
し公表する考え方 など
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主な内容・メッセージ（2/4）

サイト調査 評価(第３章)サイト調査・評価(第３章)

適切なサイト選定の進め方・戦略
火山や活断層など重要な天然事象の評価については 最近の地震から得ら火山や活断層など重要な天然事象の評価については，最近の地震から得ら
れた最新知見を地層処分に反映しても安全が確保できる見通しが得られてい
る など

実施に向けた技術基盤の整備
概要調査技術の実証，付加体・沿岸域を対象とした調査・評価技術等の検討
が進展している などが進展している など

処分場の設計，建設・操業・閉鎖(第４章，第５章)
処分場設計の戦略処分場設計の戦略

第２次取りまとめのレファレンス概念を出発点としつつも，多様な地質環境条
件に対応して安全かつ合理的な処分場を設計するための基本的手法を整備
するとともに 処分場概念オプションの選択と最適化の考え方を示した などするとともに，処分場概念オプションの選択と最適化の考え方を示した など

建設・操業・閉鎖の具体的な実施方法
タイトな建設・操業の工程への対応
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タイ な建設 操業 程 対応
建設・操業時の安全確保，物流を考慮した操業システム など



主な内容・メッセージ（3/4）

閉鎖後の長期安全性評価(第６章)閉鎖後の長期安全性評価(第６章)

安全評価の方法論，シナリオの構築
多様な地質環境・処分概念への対応 安全規制への対応を考慮した評価の多様な地質環境・処分概念への対応，安全規制への対応を考慮した評価の
考え方 など

システムの理解，モデル開発，データ整備の進展
2000年以降の主要な研究開発成果を取り込み，安全評価の信頼性向上が
図られた など

階 な 第 章段階的な処分場の開発(第７章)
サイト調査各段階における調査・設計・性能評価の連携

個別地点でのサイト調査を進め その情報に基づいて処分場設計 安全評個別地点でのサイト調査を進め，その情報に基づいて処分場設計，安全評
価を段階的に行う技術が着実に整備された など

許認可以降，事業廃止までの安全確保許認可以降，事業廃止までの安全確保
処分場の建設，操業，閉鎖等の手順や安全管理・ 品質管理の基本スキー
ムが具体化された など
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主な内容・メッセージ（4/4）

事業の管理 社会合意形成の技術的側面(第８章 第９章)事業の管理・社会合意形成の技術的側面(第８章，第９章)

事業の適切なマネジメント
長期にわたる事業推進上重要な品質マネジメント 要件/知識管理等の基本長期にわたる事業推進上重要な品質マネジメント，要件/知識管理等の基本
スキームができた

環境配慮(自然環境・社会環境）
事業の全期間を通じて環境配慮に取り組む など

可逆性・回収可能性の維持
処分場閉鎖までの間 廃棄体の回収可能性を考慮する など処分場閉鎖までの間，廃棄体の回収可能性を考慮する など

モニタリング・記録保存などの制度的管理
閉鎖後のモニタリングに関する考え方 など閉鎖後のモニタリングに関する考え方 など

処分技術の実証(デモンストレーション)
処分技術の概要が見えるようにするための取り組みの概要 など

ステークホルダーとの対話
国民，地域住民からの最終処分事業に対する理解促進と信頼関係(パート
ナ シップ)醸成のため 技術的側面からのNUMOは様々な取組を行う
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ナーシップ)醸成のため，技術的側面からのNUMOは様々な取組を行う



安全な処分事業の実施のための重要な要素と各章の関係

目標：安全な処分事業の実施目標：安全な処分事業の実施

処分事業の基本方針（2章）
安全な処分事業の実施に必要な要素

安全性 事業管理実現性

段階的アプローチ段階的アプ チ

段階的な処分場
の開発（7章）

処分場概念として統合化

段階的な処分場の開発（7章）処分場の設計 建設 操業 閉鎖後の長期安

サイト調査・評価（3章）

段階的な処分場の開発（7章）処分場の設計・建設・操業・
閉鎖（4，5章）

閉鎖後の長期安
全評価（6章）

事業のマネージメント，品質管理，環境保全，ステークホルダーの理解

ニーズ 成果成果

処分事業の管理（8章） 社会合意形成（9章）
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ズ 成果成果

ＮＵＭＯの技術開発 研究機関等でのＲ＆Ｄ

②～④：サイトスペシフィックな段階でセーフティケースとして文書化する対象範囲

セーフティケースの段階的な構築のイメージ(サイト選定段階)

NUMO
設立前

NUMO設立後
～文献調査前

文献調査段階 概要調査段階 精密調査段階

< ｼﾞｪﾈﾘｯｸ > < ｻｲﾄｽﾍﾟｼﾌｨｯｸ >

〔計画時〕 〔調査終了時〕 〔計画時〕 〔調査終了時〕 〔計画時〕 〔調査終了時〕〔計画時〕 〔調査終了時〕 〔計画時〕 〔調査終了時〕 〔計画時〕 〔調査終了時〕

(JNC)
2000年
レポート

公募関係資料
(処分場の概要,概要調

査地区選定上の考慮事
項を含む

精密調査
地区選定
上の考慮

事項

最終処分施
設建設地選
定上の考慮

事項

「処分場の概要」,「概要

調査地区選定上の考慮
事項」説明資料

文献調査
計画

概要調査
計画

精密調査
計画

選 定

報告書(注1)

選 定
報告書(注1)

選 定
報告書(注1)

事業許可
申請

レポート 項を含む)
事項 事項

Ver.0

事項」説明資料

(新版)

処分場の
概要

＝

「精密調査
地区選定上
の考慮事
項」説明資

料

(新々版)

処分場の
概要

＝

「最終処分
施設建設地
選定上の考
慮事項」説

明資料

(新々々版)

処分場の
概要

環境影響
評価書

＝

(NUMO)
2010年
レポート

（事

＝

料

＝

概要調査に
基づく安全
性の説明

＋

応募地区にお
ける処分場の

イメージ＋

環境保全に

明資料

環境保全
計画

総合的
安全説明書（注２）

①

＝

（注１）
法定報告書

（電
中
研
・電
事

事
業
化
報
告
書

特
廃
法

＋

環境保全に
関する説明

計画

地下実証
試験計画

総合的
安全説明書（注2）

③ ④②

（注2）
放射性廃棄物の
地層処分に係る
安全規制制度の
あり方について
（平成18年9月）に
記載

α

α
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基盤研究の成果

事
連
）

書 記載



まとめ

段階的なセ フティケ ス構築の観点では 今回の2010年段階的なセーフティケース構築の観点では，今回の2010年
技術レポートは，JNC第２次取りまとめで示されたジェネリッ
クなセ フティケ ス（Ver 0）を補強するとともに 閉鎖前のクなセーフティケース（Ver.0）を補強するとともに，閉鎖前の
安全性や技術面からの安心に関わる内容を付加したレポー
トであると位置づけることができるトであると位置づけることができる。

概要調査地区選定時に示す②の段階でのセーフティケース
は個別地点に対して示す最初のセーフティケースとなるため，
2010年技術レポートでは，その作成の考え方を示す。
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